
ライフステージごとの歯科口腔保健に関する現状について 
 

【乳幼児期】（生まれてから小学校就学まで） 

 

＜むし歯の状況＞ 

１）現状 

 「１歳６か月児健康診査」「３歳児健康診査」における歯科健診の結果によると「むし歯罹患者率」

と「一人平均むし歯数」は１歳６か月児での「むし歯罹患者率」と「一人平均むし歯数」は全国平

均をやや上回っているが，３歳児では，どちらも全国平均より低い。 

 

＜資料＞ 

◯平成２５年度 １歳６か月児歯科健診結果（全国，福岡県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成２５年度全国乳幼児歯科検診結果，福岡市１歳６か月児健診結果） 

 

◯平成２５年度 ３歳児歯科健診結果（国，福岡県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成２５年度全国乳幼児歯科検診結果，福岡市３歳児健診結果） 

２）現在の取組み 

 保健福祉センターでの歯科健診後には，歯科衛生士による保健指導を実施しているほか，各公民

館や子どもプラザ等にて，歯科衛生士による口腔内を観察や，歯の磨き方等の口腔保健についての

指導を行っている。 
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 また，多くの幼稚園・保育所において，昼食やおやつの後には，歯みがきやうがいなどの取組が

行われている。 

 

３）今後の検討課題 

 保健福祉センターでの歯科健診後の保健指導の内容については，指導を行う歯科衛生士が個々に

準備をした媒体等を用い，状態に応じた指導を行っていた。現在，保健指導の要点や，指導の際に

使用する啓発媒体等の統一に向け情報の共有や検討を行っているところである。 

 

【学齢期】（小学校就学から概ね１８歳まで） 

 

＜むし歯の状況＞ 

１）現状 

 １１歳児（小学６年生）の DMF 指数（子ども一人における永久歯のむし歯の本数）は０．６６本，

１２歳児（中学１年生）の DMF 指数は１．０５本である。 

 １１歳，１２歳ともに，むし歯の数は一貫して減少傾向にある。 

 また，むし歯のない者の割合は，１１歳児で６０．９５％，１２歳児で５５．７０％である。 

 

＜資料＞ 

◯平成２６年度 １１歳児，１２歳児の DMF 指数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◯平成２６年度 １２歳児の DMF 指数（国，福岡県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成２６年度文部科学省学校保健統計調査，福岡市学校保健統計調査） 

 

◯平成２６年度 １１歳児，１２歳児のむし歯のない者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成２６年度文部科学省学校保健統計調査，福岡市学校保健統計調査） 

 

２）現在の取組み 

 学校においては，毎学年６月３０日までに児童生徒等の健康診断を行い，児童生徒保護者に結果

を通知している。 

 また，児童生徒の口腔衛生に関する知識・理解を深め実践的な態度を養うことを目的とし，学校

歯科医会，歯科衛生士会の協力のもと，歯科相談健診・歯磨き指導・歯科保健講演会の中から希望

する学校に対して実施を行っている。 
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３）今後の検討課題 

 引き続き，子どもの DMF 歯数（子ども一人における永久歯のむし歯の本数）を減少させることを

目的として取組みを進めていく。 

 

【成人期】（概ね１８歳から６４歳まで） 

＜定期的な歯科受診の状況＞ 

１）現状 

 むし歯や歯周疾患等の予防のためには，家庭でのセルフケアに加えて，「かかりつけ歯科医」によ

る定期健診や，歯面清掃・歯石除去等のプロフェッショナルケアを受けることが重要である。 

 平成２５年度に行った「お口に関する市民アンケート」にて，成人期を対象に「年に１回以上，

定期的に歯科医院に受診していますか？」等の定期的な歯科医院の受診状況についての調査を行っ

た結果，「年に１回以上，定期的に歯科医院を受診している者」の割合は，４１．９％であった。 

 

＜資料＞ 

◯「お口に関する市民アンケート調査」結果より 

問１４：年に１回以上、定期的に歯科医院に受診していますか？ 

 

 

問１４（年齢別集計結果） 
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２）現在の取組み 

 

 ①健診に関すること 

 健診受診をきっかけに，かかりつけ歯科医を持つ人を増やす目的で，歯周疾患検診である「歯科

節目健診」や，特定健診やがん検診と同時に受診可能な「歯周病予防教室」を健康づくりサポート

センターで行っている。特に，早い時期からの歯周病予防を習慣づけることを目的に，福岡市では

健康増進法に基づく事業としての歯科節目健診の対象年齢に加え，平成２４年度より３５歳も対象

として歯科医療機関での歯科節目健診を実施している。また，「歯周病予防教室」は１８歳以上を対

象として実施している。 

 

 ②知識の普及・啓発に関すること 

 成人期からの口腔機能維持・向上を目的に，学識経験者，歯科医師会，歯科衛生士会，食生活改

善推進員協議会とともに具体的な取組について検討を行う場を設け，検討結果をもとに，啓発媒体

の作成を作成し，出前講座等での配布や，市 HP上での公開を行っている。 

 また，口腔の健康のための自主的な取組みを実践できる人を増やす目的で，平成２６年度からは

食生活改善推進員を対象とした「お口の健康サポーター養成教室」を実施し，歯科医師，歯科衛生

士，管理栄養士による講義を行った。 

 比較的若い世代への取組みとして，平成２７年度からは，各区離乳食教室の開催に併せ，乳幼児

の保護者に対して，歯科疾患予防についての講話を実施している。 

 勤労世代に対する取組みとして，博多保健所が衛生委員会のある企業７００社以上に配布してい

る「健康情報定期便」に歯科口腔保健に関する啓発内容を掲載した。 

 

＜資料＞ 

◯歯科節目健診 年齢別受診率 
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◯お口の健康サポーター養成教室 実績 

 ①平成２６年度実績 

  開催数：７回（各区１回） 

  参加者：１５６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②お口の健康サポーター作成「口腔機能向上レシピ」 

   ＜よく噛むためのレシピ＞        ＜口腔機能の低下がみられる方へのレシピ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

年齢とともに歯の欠損や，入れ歯の不具合などで，飲み込みにくいなどお口の力の低下
が起こりやすくなります。おいしいものを安全に楽しい環境で食べるためにも調理に一工
夫して食べやすいメニューをご紹介します

噛む力・飲み込む力が
少し落ちている人のた

めのレシピ

福岡市保健福祉局 口腔保健支援センター

(材料）
1人
分

4人
分

目安量

トマト（小） 1個 4個

スープの素
（マギーブイヨン）

½個 2個

水 150ml 600ml 3カップ

パセリ（みじん切り）
ドライパセリ

少々 少々

(作り方）

1 トマトはおもてに小さな切り込みを入れ，
沸騰した湯にいれ，湯むきする。

2 水を沸かし，スープの素をいれ，
スープを作る。

3 トマトを鍋に入れ，10分煮る。

4 仕上げに，こしょうを入れる。

5 器に入れ，パセリ散らす。

口腔機能向上レシピ

トマトまるごとスープ

この料理は我が家の
一番人気のスープです。
トマトの酸味がほどよ
くきいて，さっぱりした

スープです。

栄養価(1人分）

エネルギー

kcal
タンパク質

g
脂質

g
炭水化物

g
ナトリウム

㎎
カルシウム

㎎
鉄

㎎
ビタミンC

㎎
食物繊維

g
食塩相当量

g

24 0.8 0.2 5.5 513 7 0.2 14 0.9 1.3



◯離乳食教室 配布資料 

   ＜乳幼児を対象とした内容＞        ＜乳幼児の保護者を対象とした内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康情報定期便 掲載内容 

  ＜２６年冬号＞               ＜２７年冬号＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  



 ３）今後の検討課題 

 「お口に関する市民アンケート調査」結果によると，年齢別にみた定期健診を受診する人は，５

０歳から６０歳にかけて大きく増加し，６０歳と７０歳では，約半数の人が受診をしている。今後

は，さらに若い世代を対象とした「かかりつけ歯科医」による定期健診の受診を勧奨するための取

組みを検討する。 

 

＜８０２０運動の認知度＞ 

１）現状 

 「８０歳で２０本以上の自分の歯を有する者の割合の上昇」は，健康日本２１福岡市計画の目標

の１つであり，歯科口腔保健の推進に関する基本的事項の中でも同様の目標が掲げられている。 

 平成２５年度に行った「お口に関する市民アンケート」にて，成人期を対象に８０２０運動の認

知度についての調査を行った結果，「言葉も意味も知っていた」と回答した人の割合は，５４．７％

であった。 

 

＜参考＞ 

◯８０２０運動とは（日本歯科医師会 HPより抜粋） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯８０２０が達成できなくても…（日本歯科医師会 HP より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １９８９年（平成元年）より厚生省（当時）と日本歯科医師会が推進している「８０歳になっ

ても２０本以上自分の歯を保とう」という運動です。２０本以上の歯があれば、食生活にほぼ満

足することができると言われています。そのため、「生涯、自分の歯で食べる楽しみを味わえるよ

うに」との願いを込めてこの運動 が始まりました。楽しく充実した食生活を送り続けるためには、

妊産婦を含めて生まれてから亡くなるまでの全てのライフステージで健康な歯を保つことが大切

です。ぜひ「８０２０」を目指してください。 

＜参考＞ 

 厚生省「成人歯科保健対策検討会中間報告」１９８９年（平成元年）―抜粋― 
 「残存歯数が約２０本あれば食品の咀嚼が容易であるとされており、例えば日本人の平均寿命

である８０歳で２０本の歯を残すという、いわゆる８０２０運動を目標の１つとして設定するの

が適切ではないかと考えられる。」 

 仮に８０２０を達成できなかった方も、しっかりと噛み合い、きちんと噛むことができる義歯

（入れ歯）などを入れて口の中の状態を良好に保つことで、２０本 あるのと同程度の効果が得

られます。義歯を含めた歯で食べ物をしっかり噛むことができれば全身の栄養状態も良好になり

ますし、よく噛むことで脳が活性化さ れ、認知症のリスクが軽減するという調査結果も出てい

ます。いつまでもおいしく食べ続け、健康寿命を延ばすためにも定期的にかかりつけの歯科医院

に行き、 口の中の健康を保ちましょう。 



＜資料＞ 

１）「お口に関する市民アンケート調査」結果より 

問２０：「８０２０運動を知っていましたか？」 

 

２）現在の取組み 

 福岡市歯科節目健診において，使用する健診記録票（本人用）に８０２０運動の情報を掲載する

等の啓発を行っている。 

 また，平成２７年度より出前講座「はじめましょう！歯周病予防」を開始し，歯科医師または歯

科衛生士による歯周病の予防方法および８０２０運動について正しい知識の普及啓発を行う機会を

設けている。 

 他に，前述の「お口の健康サポーター養成教室」や「離乳食教室」等の機会を通じて８０２０運

動について啓発を行っている。 

 

＜資料＞ 

◯福岡市歯科節目健診記録票 
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※８０２０運動：「８０歳になっても２０

本以上の歯を保とう」という運動です 

 

 



３）今後の検討課題 

 歯の喪失を防止するためには，若い年代からの生活習慣が重要となってくるため，早い時期から

の，正しい知識の普及啓発に向けた取組みが必要と思われる。 

 また，歯の数が２０本以下になった方に対しても，義歯等を使用し口腔内を良好に保つことの大

切さを，普及啓発する取組みが必要と思われる。 

今後も様々な機会をとらえながら，８０２０運動の啓発を行っていく。 

 

【高齢期】（概ね６５歳以上） 

＜高齢者への口腔支援＞ 

１）現状 

 「８０歳で２０本以上自分の歯を有する人の割合」は，福岡市に在住する高齢者などの保健福祉

に関するニーズ・意識などの把握を３年に１度実施している「福岡市高齢者実態調査」の結果より

算出している。平成２５年度に行った調査結果（７５歳～８４歳の平均値）は，４０．６％であっ

た。 

 

２）現在の取組み 

 高齢期への口腔機能の維持・向上を目的とした取り組みとして，「生き生きシニア健康２１」等の

教室開催時に口腔体操や口腔指導等を実施している。 

 

３）今後の検討課題 

 年齢とともに起こる口腔機能の変化や，口腔の状態と全身の健康との関係に関する知識の普及啓

発とともに，セルフケアやお口の体操など，自ら口腔機能を維持するための取組みの支援が必要と

考える。 

 

【全世代】 

＜定期的に歯科検診または歯科医療を受けることが困難な者に対する歯科保健施策＞ 

１）現状 

 対象者として，障がい者（児），要介護高齢者等が想定される。 

 福岡市の障がい者入所施設（全１２事業所，１３施設）を対象に今年度実施したアンケート調査

によると大部分の１１施設では，定期的に歯科検診の実施を行っていた。 

 

２）現在の取組み 

 障がい児に対する支援として平成８年度より，障がい児が，早期から「かかりつけ歯科医」を持

ち，むし歯等の歯科疾患を予防するため，障がい児に対する知識と理解を特に有する歯科医療機関

で安心して受診できる環境づくりを目的とした「障がい児歯科健診」を実施している。 

 障がい者に対する支援としては，平成２７年度より「歯科保健医療サービス提供困難者への歯科



保健医療推進事業」として，障がい者入所施設職員を対象とした事業を開始したところである。 

 

３）今後の検討課題 

 平成２７年度に開始した「歯科保健医療サービス提供困難者への歯科保健医療推進事業」につい

て，事業の有効性や，今後の継続的な実施方法等について検討していく必要があると思われる。 

 また，要介護高齢者に対しては，現状の把握および効果的な支援のための方略についての検討が

課題であると考える。 

 

＜参考＞ 

○平成２７年度「歯科保健医療サービス提供困難者への歯科保健医療推進事業」 

 

 ①「障がい者入所施設連絡調整会議」の開催 

 本市障がい者入所施設において，施設利用者の歯科口腔保健を推進することを目的として，施設

職員及び学識経験者から構成する会議を開催し，障がい者入所施設における口腔保健の現状や課題

等について協議を行った。（参加者：大学関係者１名，施設職員９名，事務局３名） 

 

 ②講演会「障がい者入所施設における口腔支援」の開催」 

 障がい者入所施設職員及び，県衛生士会に所属する歯科衛生士を対象とした，施設に入所する障

がい者に対する歯科口腔保健の向上を目的とした講演会を開催した。（参加者：１９名） 

 

 ③「障がい者入所施設での実習付き研修会」の実施 

 障がい者入所施設職員が，施設利用者の歯科疾患の予防および口腔機能の向上のために，施設利

用者に対して日常的に行う口腔ケア等の取り組みについて，より効果的に実施できることを目指し，

施設での実習付き研修会を実施した。（実施施設：３施設※予定含む） 


